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説明会・行事等は日程・内容が変更される場合があります。必ず学校HP等でご確認ください今春の進学実績については巻末の「高校別大学合格者数一覧」をご覧ください

習室など）、500席のカフェテリア、 ２つの全天候
型グラウンドを含む 7面のグラウンド、15面のテ
ニスコート、冷暖房完備の 2つの体育館などの施
設が整っています。

生徒が中心になって行われる行事が多く、生徒
の自主性を高める好機になっています。松陰祭の

ほか、著名なアーティストを招くSHOINスペシャ
ルステージも開かれ、これまでにNovelbright、
平原綾香、大原櫻子、一青窈、家入レオなどが来
演しました。生徒会活動やクラブ活動も活発に行
われています。最近では陸上競技、駅伝、新体操、
中高硬式テニス、中高男子バスケットボール、中
学野球、漫画、囲碁、合唱、吹奏楽、書道、韓国
文化が全国大会に出場しました。

学校行事・クラブ活動

〈URL〉https://www.yachiyoshoin.ac.jp
　　　　昭和53年（1978）、創立者山口久太先生が
40年にわたる教育の集大成として八千代松陰高等
学校を開校しました。同57年には、中高 6カ年一
貫教育による人材の育成を目指して八千代松陰中
学校を設置、高等学校には平成 3年（1991）に
IGS（特進）コース、令和 3年（2021）にAEM（英
数特進）コースを設けました。令和 6年（2024）
4月より、中学校のIGS（ 6カ年特進）コースが
スタートしました。

「さわやか、はつらつ、ひたむき」が校風。生
徒達は、伸び伸びとした中にもけじめのある学校
生活を送っています。「明日の国際社会を担う個
性豊かな青年の育成」を教育目標に、学習と課外
活動との両立で心身共に健全な若人を育てます。

中高とも、ホームルームは自然クラスですが、
英、数、国、理、社の 5教科は習熟度に合わせた
クラス編成をしており、一人ひとりの個性と学力
を十分に生かせるシステムになっています。
高校では 3年次に生徒一人ひとりの進路・学力・
適性に応じて数多くの科目（17単位）が選択履修で
きます。IGSコースは難関大学進学へ向けて徹底
した学習指導を行うとともに、国際的な視野を兼
ね備えた豊かな知性と人間性を育みます。AEM
コースは、英語と数学を軸に徹底した学力育成の
カリキュラムが組まれ、難関国立大学・医学部・
海外大学への現役進学を目指します。

中学校では 6年後の大学進学を目指し、基礎力
の錬成、応用力の養成に努め、英会話やICT機器
を使った学習など、充実した指導をしています。
中学校のレッスンルームコースでは、 ２年次の ３
学期から高校進学後の特進コースに向けて先取り
学習を行う授業クラスと、基礎学力の充実を図る
授業クラスに分かれます。IGS（ ６カ年特進）コー
スは、徹底した学習指導・キャリアデザイン・グ
ローバルをキーワードに、次世代を自らの手で切
り拓
ひら

く若人を育てます。
土曜日には、中高ともにバラエティ豊かな探究

系講座を自由に選択できる「土曜講座」が行われ、
好評を博しています。

生徒が豊かな国際性を身につけられるよう、海
外6校の学校と姉妹校の提携を結び、交換留学や親
善訪問、語学研修などを実施しています。また、
長期休暇中には学校が主催する短期留学プログラ
ムが複数組まれています。
これとは別に、IGS・AEMコースでは 2年次

の夏、希望者を募り、アメリカの有名大学へ語学
研修に出かけます。

京成・東葉「勝田台駅」から東洋バスの米本団
地行きに乗り、八千代松陰高校前で下車。登下校時
は校内バス停発着の直通バスを運行しています。
豊かな緑に恵まれた自然環境のもと、蔵書 6万

冊のメディアセンター、山口記念館（ホール、自

沿革

校風・教育方針

カリキュラムの特色

グローバル教育

環境・施設設備
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〒276 – 0028　千葉県八千代市村上727　☎047 – 482 – 1234　学校長　櫻井　丸

■2025年度入試日程

募集人員 出願期間 試験日 発表日 手続締切日
特待推薦� 10 11/1〜11/15 12/1 12/3 12/5
自己推薦� 　

95
11/1〜11/15 12/1 12/3 12/5

学科推薦 11/1〜11/15 12/2 12/3 12/5
IGS20日� 20 12/4〜1/10 1/20 1/20 1/23
IGS21日 12/4〜1/10 1/21 1/21 1/24
LR20日� 　

85
12/4〜1/10 1/20 1/20 1/23

LR21日 12/4〜1/10 1/21 1/21 1/24
LR 2 月 5 日� 若干 12/4〜2/4 2/5 2/5 2/7

※募集コース：特待推薦とIGSはIGSコース、そ
の他はレッスンルームコース
　　　　　　募集人員は内部進学を含まない
募集人員 出願期間 試験日 発表日 手続締切日
前期1回

　約440 12/20〜1/8
1/18 1/19 1/22

　　2回　 　　 1/20 1/21 1/24
※コース別募集人員（内部進学者を除く）：進学
コース約340人、特進（IGS）コース約70人、特
進（AEM）コース約30人
※ １回、 ２回どちらか １回だけの出願となります
※単願・併願あり
■2025年度選考方法・入試科目

自己推薦： ２科の基礎学力（国算各50点計40分）、
面接、自己推薦書（20分）、通知表　
※英検 ４級以上取得者は取得級に応じて加点
学科推薦： ２科（国算各100点40分）、面接
特待推薦・IGS20日・IGS21日・一般20日： ４科
一般21日： ２科（国算）か ４科の選択
一般 2月 5日： ２科（国算）
〈配点・時間〉国・算＝各100点50分　理・社＝
各75点35分
〈面接〉自己推薦・学科推薦のみ生徒個人	
【内容】志望動機、小学校での生活、友人について、
中学校生活への目標など

　　　　　　
前期 1回・ 2回：国、数、英、面接
〈配点・時間〉国・数・英＝各100点50分
〈面接〉生徒グループ
■指定校推薦枠のある主な大学　
早稲田大　慶應義塾大　東京理科大　明治大　青
山学院大　立教大　中央大　法政大　学習院大　
成蹊大　成城大など
■2024年春卒業生進路状況
卒業生数 大学 短大 専門学校 海外大 就職 進学準備他
747人 633人 3 人 41人 2 人 3 人 65人
■2024年度入試結果
　　　　　男／女
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

推薦� 約105 235/176229/174 69/74 3.3/2.4
一般IGS� 37/51 36/49 9/21 4.0/2.3
　　20日� 約105 48/30 46/30 17/15 2.7/2.0
　　21日� 66/39 41/29 19/15 2.2/1.9
　　2月5日�若干 32/17 19/12 3/2 6.3/6.0
　　　　　　スライド合格を含む
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

前期 １回　男　　　　　　 586 584 556 1.1
　　　　　女　　　　　　 561 560 531 1.1
　　 2回　男　約440 855 646 583 1.1
　　　　　女　　　　　　 521 398 371 1.1
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学校説明会　要予約
※は中高ともオンラインで実施
★中学校　9/21　10/12※　11/3　11/16※　12/14
オープンスクール　9/7
★高等学校　9/22　10/19　11/9※　11/23　12/7※
学校見学　要予約
12/8までの土・日いずれか
見学できる行事　要予約
松陰祭（文化祭）　6/1（終了）


